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6
月
定
例
会

会
期　

６
月
１
日
（
水
）
～
６
月
20
日
（
月
）

20
日
間

条
例
の
一
部
改
正　
　
２
件

補
正
予
算　
　
　
　
　
１
件

財
産
の
取
得　
　
　
　
１
件

人
事
案
件　
　
　
　
　
１
件

専
決
処
分
の
承
認　
　
２
件

陳
情　
　
　
　
　
　
　
５
件

議
員
提
出
議
案　
　
　
６
件

　
　
合
計　
　
　
　
　
18
件

※
そ
の
他
報
告　

５
件

Q
皆
さ
ん
に
良
縁
が
あ
る
よ
う
願
う
が
、
も

し
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

A
結
婚
相
談
員
を
通
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
歳

入
歳
出
と
も
に
８
千
６
３
６
万
８
千
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
椎

の
森
工
業
団
地
雨
水
管
整
備
費
、

工
事
に
伴
う
国
庫
補
助
金
や
市

債
の
増
額
が
主
な
内
容
で
す
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
回
限
り
の
開

催
で
は
な
く
、
複
数
回
で
開
催
す
る
た

め
の
運
営
委
託
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
当
事
業
費
は
、
２
月
補
正
に
お

い
て
、
国
の
補
正
予
算
に
係

る
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施

す
る
予
定
で
し
た
が
、
補
助

金
が
不
採
択
に
な
っ
た
た
め
、

改
め
て
28
年
度
予
算
に
補
正

計
上
し
た
も
の
で
す
。 

婚
活
支
援
に

　
２
６
６
万
８
千
円

補正予算
Q
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
。

A
９
月
に
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
そ
の

後
11
月
、
12
月
、
１
月
に
３
回
通
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
観
賞
や
カ
レ
ー
作
り
、
い
ち
ご
狩
り
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。

Q
対
象
者
と
参
加
費
用
は
。

A
男
女
と
も
40
歳
ぐ
ら
い
ま
で
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
無
料
で
、
イ
ベ
ン

ト
は
１
回
当
た
り
２
千
円
の
予
定
で
す
。
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賛成
討論

反対
討論

　

国
の
補
て
ん
措
置
を
伴
っ
た
軽
減
措

置
の
拡
充
に
つ
い
て
は
賛
成
で
す
が
、

限
度
額
引
上
げ
で
は
な
く
国
庫
負
担
に

よ
る
抜
本
的
な
国
保
財
源
確
保
策
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
財
源

は
、
消
費
税
や
庶
民
負
担
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
減
税
措
置
が
さ
れ
て
い
る

超
高
額
所
得
の
富
裕
層
や
、
大
企
業
に

適
切
な
課
税
を
実
施
す
れ
ば
十
分
確
保

可
能
と
考
え
る
た
め
反
対
で
す
。

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
国

保
税
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
限
度
額
引
上
げ

・
基
礎
課
税
額

　
　

52
万
円
→
54
万
円

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

　
　

17
万
円
→
19
万
円

（
保
険
税
影
響
額
：
４
７
６
万
円
程
度

の
増
額
）

②
保
険
税
軽
減
範
囲
の
拡
大

　

保
険
税
の
軽
減
に
は
、
所
得
に
よ
っ

て
７
割
軽
減
、
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
５
割
軽
減
と
２

割
軽
減
で
対
象
世
帯
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

（
保
険
税
影
響
額
：
１
５
２
万
円
程
度

の
減
額
）

Q
国
の
補
助
金
を
増
額
す
る
よ
う
な

動
き
は
あ
る
の
か
。

A
国
は
、
す
で
に
保
険
料
軽
減
の
た

め
補
助
金
を
５
０
０
億
円
、
保
険
者
支

援
制
度
の
拡
充
で
１
７
０
０
億
円
を
措

置
し
て
お
り
、
今
後
後
期
高
齢
者
保

険
料
の
算
定
方
式
の
見
直
し
に
よ
り
、

１
７
０
０
億
円
の
追
加
支
援
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

Q
補
助
金
の
増
額
な
ど
、
国
に
要
望

し
て
い
る
の
か
。

A
全
国
知
事
会
、
市
長
会
、
町
村
会

な
ど
で
、
財
政
支
援
や
、
保
険
料
軽
減

措
置
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
機

会
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

Q
限
度
額
の
引
上
げ
に
よ
り
高
額
所

得
者
の
滞
納
な
ど
市
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

A
今
回
の
改
正
は
、
被
保
険
者
間
の

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
も
の
で

あ
り
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平
負
担

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
高
度
な
医
療
の
普
及

に
よ
り
、
医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
中
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
、
国
は
社
会
保
障
制
度

改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
法
制

上
の
措
置
と
し
て
賦
課
限
度
額
の
引
上

げ
と
軽
減
世
帯
の
拡
充
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
た
め
賛
成
で
す
。　

国民健康保険税課税限度額の推移

基礎課税額 後期高齢者
支援金等課税額

介護納付
金課税額 合計

H21年度 47万円 12万円 10万円 69万円
H22年度 50万円 13万円 10万円 73万円
H23年度 51万円 14万円 12万円 77万円
H24年度 51万円 14万円 12万円 77万円
H25年度 51万円 14万円 12万円 77万円
H26年度 51万円 16万円 14万円 81万円
H27年度 52万円 17万円 16万円 85万円
H28年度 54万円 19万円 16万円 89万円

　
国
保
税

　
　

 
課
税
限
度
額　
引
上
げ

　
　

 
軽
減
範
囲　
拡
大

　平成28年7月9日をもっ
て任期満了となった監査委
員について、粕谷秀夫氏の
再任が同意されました。
　任期は平成28年7月10日
から4年です。

監査委員　再任

粕谷  秀夫 氏
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陳　情
　陳情とは、市議会に対し、直接市政について要望ができる制度で、憲法で認められた「請願」は、紹介議
員が必要ですが、「陳情」は紹介議員が不要です。袖ケ浦市では、本会議前の議会運営委員会で、陳情を本会
議で審議するかどうかを決定します。また、審議する場合、所管常任委員会で陳情人から願意の説明が必要です。

保
　
　
育

◆
公
立
保
育
所
の

一
般
財
源
化
を
廃
止
し
、

直
接
補
助
制
度
に
戻
す
こ
と

を
求
め
る
◆

◆
保
育
士
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、

保
育
士
の
処
遇
を
大
幅
に
改

善
す
る
こ
と
を
求
め
る
◆

◆
子
育
て
費
用
の

家
計
負
担
軽
減
化
を
は
か

る
た
め
に
保
育
料
の
低
減
化

を
求
め
る
◆

主
な
質
疑

Q
当
市
は
地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ

な
い
団
体
だ
が
、
直
接
補
助
制
度
に
戻

し
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
従
来
の
形
に
戻
る
の
で
あ
れ
ば
、

保
育
料
を
差
し
引
い
た
分
の
２
分
の
１

が
国
、
４
分
の
１
が
県
か
ら
補
助
金
と

し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
幼
保
一
元
化
や
統
合
な
ど
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A
市
内
の
状
況
を
見
て
、
昭
和
地
区

に
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
し
、
小
規
模

保
育
等
の
可
能
性
も
探
っ
て
い
き
ま

す
。

主
な
質
疑

Q
処
遇
改
善
に
よ
る
、
市
の
財
政
へ

の
影
響
に
つ
い
て
。

A
保
育
士
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
質
が
向
上
し
、
多
く
の
乳
幼
児
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
必
要
な
経
費
と

考
え
ま
す
。

Q
私
立
保
育
所
の
賃
金
は
適
正
で
あ

る
と
考
え
る
か
。

A
各
法
人
の
規
定
に
よ
る
た
め
、
市

で
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

主
な
質
疑

Q
国
が
保
育
料
の
最
高
額
を
減
額
す

る
と
市
の
負
担
は
増
え
る
の
か
。

A
袖
ケ
浦
市
の
保
育
料
の
最
高
額
は
、

現
在
国
の
最
高
額
の
約
57
％
な
の
で
、

国
と
の
差
額
分
は
市
が
負
担
し
て
い
ま

す
。
国
が
最
高
額
を
減
額
す
れ
ば
逆
に

市
と
の
差
額
が
縮
小
さ
れ
る
の
で
市
の

負
担
は
減
り
ま
す
。
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教
　
　
育

公
立
保
育
所
一
般
財
源
化
　
陳
情
　
討
論

◆
「
国
に
お
け
る

平
成
29（
２
０
１
７
）

年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す

る
も
の
◆

◆
「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択

に
関
す
る
も
の
◆

主
な
質
疑

Q
少
人
数
学
級
の
現
状
は
。

A
現
在
１
６
３
普
通
学
級
中
、35
人

以
上
の
学
級
が
28
ク
ラ
ス
あ
り
ま
す
。

Q
蔵
波
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
に

係
る
国
の
補
助
金
は
。

A
事
業
費
８
８
０
０
万
円
の
う
ち
、

補
助
金
を
２
１
８
０
万
円
要
望
し

ま
し
た
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

震
災
復
興
の
関
係
で
教
育
予
算
も

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

Q
国
庫
負
担
制
度
か
ら
学
校
事
務
職

員
や
栄
養
職
員
等
の
基
幹
職
員
が
適
用

除
外
さ
れ
た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
。

A
現
状
に
お
い
て
、
も
っ
と
学
校
栄

養
職
員
の
配
置
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
適
用
除
外
に
な
れ
ば
よ
り
一
層
配

置
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

国
が
一
般
財
源
化
を
導
入
し
、

私
立
保
育
所
に
は
直
接
補
助
金
が

い
き
ま
す
が
、
公
立
保
育
所
に
は

直
接
い
か
な
く
な
り
、
老
朽
化
な

ど
で
ど
ん
ど
ん
廃
園
に
追
い
込
ま

れ
、
待
機
児
童
の
解
消
に
逆
行
す

る
事
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
公
立
保
育
所
の
維
持
が
市
の

財
政
を
圧
迫
す
る
事
態
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
陳
情
に
賛
成

し
ま
す
。

　

今
回
採
択
さ
れ
た
陳
情
は
、
す
べ
て

国
の
事
務
に
関
す
る
内
容
で
し
た
の
で
、

陳
情
者
の
求
め
る
と
お
り
、
関
係
省
庁

に
対
し
、
「
意
見
書
」
を
送
付
し
ま
し

た
。

意
見
書
と
は
、

　

国
や
県
の
所
管
事
務
に
対
す
る
請
願

や
陳
情
を
議
決
し
、
採
択
す
る
と
、
市

議
会
の
意
見
と
し
て
、
関
係
省
庁
に
届

け
る
も
の
で
す
。

　

待
機
児
童
の
解
消
を
最
重
要
に

置
き
な
が
ら
、
国
は
地
方
と
共
に

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
少
子
高

齢
化
対
策
に
財
政
の
見
直
し
を
必

要
と
し
て
お
り
、
市
町
村
を
主
体

と
し
た
地
域
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

サ
ー
ビ
ス
展
開
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

市
が
自
ら
決
定
し
、
自
ら
責
任
を

持
つ
体
制
を
確
立
し
、
国
の
動
向

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
反

対
し
ま
す
。

賛成
討論

反対
討論お詫びと訂正

　平成28年5月1日発行第166号
に誤りがありました。
　8ページに掲載した教育長の
任期は「4年」ではなく、正し
くは「3年」です。訂正しお詫
びいたします。
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議　案　等

議
決
結
果

付
託
委
員
会

山
口　
　
　

進

山
下　

信
司

粕
谷　

智
浩

在
原　

直
樹

小
国　
　
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

村
田　
　
　

稔

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　
　

清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

篠
﨑　

龍
夫

茂
木　

芳
和

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生　
　
　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津　

文
男

田
邊
恒
生（
議
長
）

塚
本　

幸
子

篠
﨑　

典
之

渡
辺　
　
　

盛

国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の
制定

原案
可決

文
教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ● 欠

監査委員の選任 原案
同意

省
略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠

公立保育所の一般財源
化を廃止し、直接補助
制度に戻すことを求め
る意見書の提出を求め
る陳情書

採択 文
教 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠

保育士不足を解消する
ため、保育士の処遇を
大幅に改善することを
求める意見書の提出を
求める陳情書

採択 文
教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠

子育て費用の家計負担
軽減化をはかるために
保育料の低減化を求め
る意見書の提出を求め
る陳情書

採択 文
教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠

公立保育所の一般財源
化を廃止し、直接補助
制度に戻すことを求め
る意見書

原案
可決 － ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠

保育士不足を解消する
ため、保育士の処遇を
大幅に改善することを
求める意見書

原案
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠

子育て費用の家計負担
軽減化をはかるために
保育料の低減化を求め
る意見書

原案
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 欠

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。

 ○＝賛成  ●＝反対　欠＝欠席




平成 28 年 6 月定例会の議決結果

　６月定例会では、議案７件、陳情５件、発議案６件について議決し、すべての議案について原案のと
おり可決されました。そのうち賛否が分かれた案件は８件でした。

◆他の議案は、全会一致で原案可決・承認・採択されました◆
○ 市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例及び市長の選挙におけるビラの作成の公費負担
に関する条例の一部を改正する条例の制定
○財産の取得（大型高所放水車購入）
○平成28年度一般会計補正予算（第１号）
○専決処分の承認２件
○「国における平成29（2017）年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書
○「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書
○議会会議規則の一部を改正する規則の制定
○国における平成29年度教育予算拡充に関する意見書
○義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ http://www.city.sodegaura.lg.jp　　議会事務局　☎（６２）３４５０

◆賛否が分かれた案件◆

▲議決結果は
こちらから
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一般質問

市政を問う1212
が
人人

　一般質問とは、市政のあらゆる疑問につい
て、本会議の場で、市に対し議員が質問や提案
を行うものです。
　議員本人がＱ＆Ａを要約し、作成した原稿を、
登壇順に掲載しています。未掲載の内容も含
め、一般質問の様子をホームページで録画配信
中ですのでご覧ください。
　会議録は9月頃に掲載する予定です。

　
在
原　
直
樹　
議
員　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
榎
本　
雅
司　
議
員　
　
　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

・
庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
取

組
み
に
つ
い
て

・
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に

つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
の
防
災
体
制

に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
の
庁
舎
整
備

に
つ
い
て

旧
庁
舎
は
建
替
え
の
計

画
だ
が
、
熊
本
地
震
の

よ
う
な
震
災
に
も
耐
え
ら
れ

る
耐
震
設
計
に
な
っ
て
い
る

の
か
。「

災
害
応
急
対
策
活
動

に
必
要
な
施
設
」
と
し

て
、
大
地
震
動
後
、
構
造
体

の
補
修
を
す
る
こ
と
な
く
使

用
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

構
造
耐
力
の
計
算
に
お
け
る

地
震
力
の
割
増
率
を
１
・
５

と
し
て
い
ま
す
。

既
存
新
庁
舎
は
耐
震
補

強
と
大
規
模
改
修
の
計

画
だ
が
、
熊
本
地
震
の
よ
う

な
震
災
に
も
耐
え
ら
れ
る
も

の
な
の
か
。

「
人
命
及
び
物
品
の
安

全
性
確
保
が
特
に
必
要

な
施
設
」
と
し
て
、
大
地
震

動
後
、
構
造
体
の
大
き
な
補

修
を
す
る
こ
と
な
く
使
用
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
割

地
区
別
自
主
防
災
組
織

の
結
成
数
は
。

昭
和
地
区
19
、
長
浦

地
区
29
、
根
形
地
区
７
、

平
岡
地
区
９
、
中
川
・
富
岡

地
区
７
組
織
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
特
色

あ
る
活
動
は
。

訓
練
で
は
、
救
助
の
手

助
け
を
必
要
と
す
る
要

援
護
者
を
訪
問
し
て
確
認
を

し
た
り
、
危
険
箇
所
の
現
地

確
認
を
し
て
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
や
避
難
経
路
を
設
定
し
、

徒
歩
で
避
難
す
る
な
ど
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
。

年
に
１
回
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
催
し
防
災

知
識
・
技
術
の
習
得
を
図
り
、

千
葉
県
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

増
率
を
１
・
25
と
し
て
い
ま

す
。

熊
本
地
震
の
よ
う
な
連

続
し
た
大
地
震
を
想
定

し
た
基
準
と
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
設
計
の
過
程
に
お
い

て
検
証
し
て
い
く
と
い
う
事

だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
検

証
し
て
い
く
の
か
。

現
在
の
基
準
は
、
こ
れ

ま
で
の
大
地
震
を
踏
ま

え
て
、
建
築
物
の
耐
用
年
数

の
間
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
地

震
に
対
し
て
の
安
全
性
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
が
こ
の
地
震
を

検
証
し
、
基
準
の
見
直
し
を

含
め
た
対
応
を
検
討
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
設
計
で
は
今

後
起
こ
り
得
る
大
震
災
を
想

定
し
、
建
替
え
庁
舎
に
必
要

と
思
わ
れ
る
耐
震
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

避
難
所
の
安
全
確
認
と

開
設
の
周
知
は
。

職
員
が
安
全
点
検
リ
ス

ト
で
確
認
し
、
危
険
が

予
測
さ
れ
た
際
に
応
急
危
険

度
判
定
を
実
施
し
、
開
設
は

防
災
無
線
、
生
活
安
全
メ
ー

ル
の
他
、
地
区
代
表
者
や
消

防
、
警
察
へ
周
知
し
ま
す
。

旧
庁
舎
と
既
存
新
庁
舎

の
耐
震
補
強
の
違
い
は
。

補
強
箇
所
が
、
旧
庁
舎

は
21
箇
所
あ
る
た
め
建

替
え
、
既
存
新
庁
舎
は
新
た

な
補
強
が
９
箇
所
の
た
め
耐

震
改
修
で
対
応
し
ま
す
。

庁
舎
整
備
検
討
市
民
委

員
会
は
。

19
名
で
組
織
し
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た

庁
舎
」
と
「
市
民
活
動
の
場

と
し
て
開
か
れ
た
庁
舎
」
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
取
組

み
に
つ
い
て

共
助
の
中
核
を
担
う
自
主
防

災
組
織
に
つ
い
て

本
市
の
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

QQ

QQQ

Q

QQQ

AA

AAA

A

AAA

　　　　　アクアラインマラソン2016のPRのためポロシャツ議会を開催しました

各議員のQRコードから一般質問の映像が閲覧できます 袖ケ浦市議会 検索

会議録はこちらから　
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一般質問市政を問う
　
長
谷
川　
重
義　
議
員　
　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
前
田　
美
智
江　
議
員　
（
公
明
党
）

　
篠
﨑　
龍
夫　
議
員　
　
（
新
政
会
）

・
市
民
を
守
る
消
防
・
防
災

体
制
に
つ
い
て

・
福
祉
施
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
が
健
康
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会

に
つ
い
て

・
安
心
で
利
便
性
の
高
い

道
路
整
備
に
つ
い
て

・
震
災
時
の
家
屋
倒
壊
対
応

・
指
定
避
難
所
の
使
用
不

能
防
止
へ
の
対
応

・
震
災
に
対
す
る
教
育・訓
練

熊
本
地
震
の
学
び
か
ら
、

防
災
計
画
の
対
応
を
改

め
る
必
要
性
や
、
懸
念
事
項

は
な
い
か
伺
う
。

中
央
防
災
会
議
等
の
状

況
を
注
視
し
、
国
・
県

の
対
策
と
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
対
応
し
ま
す
。

本
庁
舎
等
の
耐
震
性
が

危
惧
さ
れ
る
が
、
指
揮

命
令
系
統
に
問
題
は
な
い
か

伺
う
。災

害
対
策
本
部
機
能
を

全
う
で
き
な
い
と
判
断

し
た
場
合
は
、
建
物
被
害
の

な
い
公
共
施
設
に
本
部
機
能

の
移
転
を
検
討
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
人

員
や
経
験
等
か
ら
、
災

害
時
の
対
応
に
問
題
は
な
い

か
伺
う
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
補
助
等

で
職
員
を
派
遣
す
る
他
、
実

「
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」
の
取
組
み

を
伺
う
。

チ
ー
ム
は
、
さ
つ
き
台

病
院
と
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
13
名
で
、

多
面
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

毎
月
２
回
の
会
議
で
情
報
の

共
有
や
支
援
方
法
を
協
議
し

包
括
的
支
援
に
努
め
ま
す
。

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
、

ど
ん
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

生
活
習
慣
病
へ
の
予
防
、

各
種
健
康
診
査
、
栄

養
指
導
、
が
ん
検
診
等
を
実

施
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
予
防
で
は
、
「
袖
ケ
浦

い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
普

及
も
図
っ
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
は
、
健
康
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
、
「
ガ
ウ
ラ
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
が
ス

悲
惨
な
熊
本
地
震
を
見

て
い
る
と
袖
ケ
浦
で
起

こ
っ
た
時
に
不
安
を
感
じ
る
。

①
Ｓ
56
年
ま
で
の
古
い
建
築

基
準
で
建
て
ら
れ
た
家
が
多

い
が
、
対
応
は
。

②
新
基
準
で
建
て
ら
れ
た
家

屋
の
倒
壊
も
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
へ
の
対
応
は
。

③
最
近
、
建
築
偽
装
な
ど
が

多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
へ

の
対
応
は
。

①
Ｓ
56
年
ま
で
の
古
い

家
屋
に
は
、
耐
震
診
断

の
推
進
と
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

色
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
更

な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

②
今
回
の
「
繰
り
返
し
地

震
」
に
対
し
て
、
国
の
基
準

見
直
し
が
出
た
段
階
で
対
応

し
ま
す
。

③
杭
打
ち
偽
装
に
関
し
、
袖

ケ
浦
管
内
で
は
対
象
が
な
い

際
の
災
害
を
想
定
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
・
運
営
の
訓
練
等
、
災

害
時
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

介
護
認
定
に
当
た
っ
て

袖
ケ
浦
市
は
低
く
認
定

さ
れ
る
と
聞
く
が
、
市
は
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

認
定
が
低
く
出
て
い
る

状
況
は
確
認
で
き
ず
、

各
市
と
も
類
似
し
た
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
支
援
の
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

在
宅
支
援
の
施
策
を
展

開
す
る
と
共
に
、
施
設

整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
独
自
の
支
援
策
と
し

て
更
に
特
別
養
護
施
設

等
を
整
備
し
な
い
か
伺
う
。

入
所
希
望
に
対
応
す
る

た
め
、
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
へ
の
位
置
付
け

を
検
討
し
ま
す
。

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

歯
周
病
と
生
活
習
慣
病

の
関
係
か
ら
口
腔
ケ
ア

の
取
組
み
を
伺
う
。

が
ん
や
前
が
ん
病
変
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め

有
効
な
「
口
腔
が
ん
検
診
」

を
本
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

中
高
年
男
性
に
多
い
前

立
腺
が
ん
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
を
実
施
し
な
い
か
伺
う
。

医
師
会
、
中
央
病
院
、

４
市
等
で
こ
の
検
査
の

有
効
性
や
実
施
方
法
、
対
象

者
等
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

通
学
路
で
あ
る
ガ
ウ
ラ

ン
ド
前
の
市
道
整
備
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

通
学
路
の
全
長
約
１
㎞

を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に

よ
り
歩
行
の
安
全
を
図
る
計

画
で
す
。
H 

28
年
度
は
約
500

ｍ
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
は
、
71
箇

所
が
使
用
不
能
と
な
っ

た
。
ど
う
解
析
し
、
ど
う
活

か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

天
井
材
や
照
明
の
破

損
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ガ

ラ
ス
の
破
損
が
少
し
あ
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
学
校
の
窓

ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
な
ど
の
ほ
か
、
学

校
・
公
民
館
な
ど
の
吊
り
天

井
の
撤
去
を
順
次
行
っ
て
い

ま
す
。震

災
に
あ
た
っ
て
は
、

前
も
っ
て
の
教
育
・
訓

練
が
大
切
だ
。
夜
間
の
防
災

訓
練
を
行
わ
な
い
か
。

夜
間
の
防
災
訓
練
は
、

過
去
に
平
岡
地
区
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
先
進

事
例
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

大
震
災
へ
の
備
え
は

　
　
万
全
か
！

介
護
は
家
族
の
負
担
軽
減
の

た
め
の
対
応
を
！

高
齢
者
が
健
康
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
街
を
！

震
災
時
の
家
屋
倒
壊
対
応
は

安
心
・
安
全
の
た
め
の
道
路

整
備
を
！

指
定
避
難
所
の
使
用
不
能

防
止
へ
の
対
応
は

震
災
に
対
す
る

　
教
育
・
訓
練
は

QQQ

QQ

Q

QQQ

QQQ

QQ

AAA

AA

A

AAA

AAA

AA
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緒
方　
妙
子　
議
員　
　
　
（
公
明
党
）

　

篠
﨑　
典
之　
議
員　
　
　
（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　
小
国　
勇　
議
員　
　
　
（
志
清
会
）

・
選
挙
制
度
に
つ
い
て

・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
財
政
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て

・
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

・
医
療
施
策
に
つ
い
て

・
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

転
居
に
よ
る
投
票
権
空

白
へ
の
対
応
を
伺
う
。

転
出
先
へ
案
内
文
を
郵

送
し
ま
す
。

行
き
易
く
便
利
な
共
通

投
票
所
設
置
へ
の
本
市

の
考
え
を
伺
う
。

投
票
し
易
い
場
所
や
環

境
整
備
が
必
要
。
先
進

事
例
等
情
報
収
集
し
ま
す
。

病
院
や
施
設
で
の
投
票

環
境
の
現
状
を
伺
う
。

市
内
で
は
６
施
設
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
所
で
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

記
載
台
の
工
夫
や
代
筆
、

点
字
投
票
で
対
応
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
の
人
員
削
減
や

高
校
生
の
活
用
を
伺
う
。

今
回
高
校
生
を
事
務
補

助
員
に
初
任
用
し
ま
す
。

市
は
、
Ｈ
25
年
の
広
報

で
「
こ
れ
ま
で
の
施
策

全
て
の
継
続
は
非
常
に
困

難
」
と
し
て
、
Ｈ
29
年
度
ま

で
に
58
億
400
万
円
の
税
収
不

足
を
見
込
み
、
「
持
続
可
能

な
財
政
構
造
確
立
の
た
め
の

集
中
的
取
組
み
」
と
称
し
て

福
祉
等
を
削
減
。
と
こ
ろ
が

中
間
報
告
で
は
、
税
収
不
足

見
込
み
は
、
収
入
の
上
振
れ

等
で
14
億
円
余
に
大
幅
減
額
。

当
初
の
税
収
不
足
改
善
目
標

の
31
億
円
を
大
幅
ク
リ
ア
し

た
。
こ
こ
ま
で
ず
れ
込
ん
だ

以
上
、
こ
の
取
組
み
は
、
即

時
撤
回
し
な
い
か
。

財
政
は
改
善
し
て
い
ま

す
が
、
経
済
・
税
収
は

不
透
明
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
か
ら
、

Ｈ
29
年
度
ま
で
把
握
や
検
証

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

首
都
直
下
型
の
Ｍ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド７

ク

ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
、
本
市
に
与
え
る

影
響
は
。

千
葉
県
地
震
被
害
想
定

調
査
結
果
に
お
い
て
は
、

揺
れ
、
液
状
化
に
よ
る
全
壊

が
620
棟
、
死
者
は
10
人
、
重

傷
者
は
60
人
、
軽
傷
者
は
390

人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
い

か
な
い
か
。

国
や
県
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
考
え
て
い
ま
す
。

登
下
校
中
に
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
、
学
校

側
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行

っ
て
い
る
か
。

県
教
育
委
員
会
発
行
の

地
震
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
を
活
用
し
て
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

袖
ケ
浦
Ｂバ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ルＴ

東
京
線

の
運
行
予
定
を
伺
う
。

往
復
40
便
を
予
定
し
て

お
り
、
７
月
中
の
運
行

開
始
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｂバ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ルＴ
市
営
駐
車
場
の
在

り
方
を
検
討
し
な
が
ら

安
全
確
保
等
の
対
応
を
伺
う
。

市
営
駐
車
場
利
用
料
は

維
持
管
理
に
充
当
。
安

全
確
保
の
為
に
ロ
ー
タ
リ
ー

使
用
の
看
板
設
置
や
駐
停
車

禁
止
の
規
制
も
検
討
し
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
高
速
バ

ス
発
着
の
計
画
を
伺
う
。

人
口
流
入
や
商
業
施
設

等
進
出
状
況
を
踏
ま
え

引
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

海
側
商
業
施
設
等
誘
致

の
状
況
を
伺
う
。

Ｈ
28
年
中
に
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
着
手
、
マ
ン

シ
ョ
ン
完
成
前
に
大
型
商
業

施
設
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

障
が
い
者
手
帳
交
付
時

診
断
書
補
助
（
約
67
万

円
）、高
齢
者
・
障
が
い
者
の

理
容
師
派
遣
費
補
助（
約
30

万
円
）、
敬
老
祝
金
削
減
等
、

な
ぜ
元
に
戻
さ
な
い
の
か
。

近
隣
市
と
の
均
衡
等
の

配
慮
、
市
民
へ
の
影
響

を
抑
え
る
一
方
で
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
対
応
、
既
存
施
策
の
拡

充
、
新
施
策
等
も
あ
り
元
に

戻
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
や
高
齢
者

な
ど
福
祉
を
必
要
と
す

る
方
の
少
額
の
予
算
ま
で
ゼ

ロ
に
し
、
税
収
見
込
み
が
変

わ
っ
て
も
是
が
非
で
も
戻
さ

な
い
市
長
の
冷
た
い
姿
勢
は

許
せ
な
い
。
地
方
自
治
法
の

趣
旨
に
も
逆
行
す
る
。
ど
う

し
て
も
戻
さ
な
い
の
か
。

５
年
間
で
、
実
績
・
効

果
を
見
極
め
、
施
策
を

検
証
す
る
姿
勢
で
す
。

市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
施
設
な
ど
が
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
際
に
、
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

地
震
に
よ
る
火
災
発
生

を
想
定
し
た
訓
練
を
実

施
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
と

と
も
に
、
近
隣
住
民
と
共
助

体
制
の
構
築
に
も
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。

既
存
庁
舎
の
耐
震
補
強

工
事
を
前
倒
し
し
て
行

わ
な
い
か
。

庁
舎
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
従
い
、
進
め
て
い

き
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
被
災
建

築
物
応
急
危
険
度
判
定

士
の
現
状
と
課
題
は
。

判
定
士
の
数
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
建

築
士
協
会
な
ど
の
団
体
と
判

定
に
係
る
協
力
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

選
挙
制
度
改
正
に
お
け
る
本

市
の
投
票
率
向
上
の
取
組
み

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル・袖
ケ
浦

駅
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

「
財
政
構
造
確
立
の
た
め
の

集
中
的
取
組
み
」は
撤
回
を

福
祉
の
増
進
を
求
め
る

地
方
自
治
法
の
趣
旨
に
逆
行

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

QQQQQ

Q

QQQ

QQQQ

QQ

QQQ

AAAAA

A

AAA

AAAA

AA

AAA

一般質問市政を問う
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一般質問市政を問う
　
山
下　
信
司　
議
員　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
励
波　
久
子　
議
員　
（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　
笹
生　
猛　
議
員　
　
　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

・
市
原
市
と
の
市
境
道
路

の
改
修
に
つ
い
て

・
防
災
に
向
け
た
取
組
み

に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
再
編
整
備

と
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
方
針
並
び
に
今
井
幼

稚
園
の
廃
止
に
つ
い
て

・
医
療
行
政
に
つ
い
て

・
消
防
組
織
の
内
部
統
制

の
問
題
に
つ
い
て

・
地
域
防
災
体
制
構
築
の
た

め
の
協
働
の
取
組
み
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

市
原
市
と
の
市
境
に
あ

る
道
路
状
況
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

ま
た
、
椎
の
森
工
業
団
地
の

操
業
に
伴
い
、
本
道
路
の
交

通
量
が
増
え
る
こ
と
か
ら
狭き

ょ
う

隘あ
い
な
箇
所
を
拡
幅
で
き
な
い

か
伺
う
。

本
道
路
は
市
原
市
と

管
理
協
定
を
し
て
お
り
、

維
持
管
理
は
市
原
市
で
行
っ

て
い
ま
す
。
本
道
路
の
工
事

施
工
は
双
方
で
協
議
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
道
路
は
工
業
団
地
の
進
入

路
で
は
な
い
の
で
道
路
拡
幅

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

歩
道
の
な
い
狭き

ょ
う
あ
い隘
で
危

険
な
道
路
を
ど
の
よ
う

に
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
伺
う
。

歩
行
者
の
通
行
が
少
な

い
の
で
歩
道
整
備
は
困

難
で
す
。
椎
の
森
工
業
団
地

市
は
施
設
の
廃
止
や
統

合
を
決
定
す
る
際
に
は

直
接
影
響
の
あ
る
市
民
に
意

見
を
聴
き
な
が
ら
合
意
形
成

を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
全

く
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

会
議
や
教
育
委
員
会

議
、
総
合
教
育
会
議
で
ご
意

見
等
い
た
だ
き
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

方
針
決
定
後
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
会
議
が
開

か
れ
議
論
さ
れ
た
の
か
。

会
議
は
開
い
て
い
ま
せ

ん
。
３
月
中
に
方
針
を

決
定
し
、
議
会
に
報
告
後
、

委
員
の
方
に
報
告
し
ま
し
た
。

今
後
の
利
用
希
望
の
ニ

ー
ズ
調
査
結
果
は
。

認
可
保
育
所
47
・
７
％
、

幼
稚
園
61
・
６
％
、
認

定
こ
ど
も
園
14
・
０
％
、
預

毎
日
新
聞
に
報
じ
ら
れ

た
件
で
、
全
員
協
議
会

で
の
説
明
は
不
十
分
だ
と
感

じ
た
が
発
端
の
出
来
事
は
？

業
務
の
取
組
み
姿
勢
を

注
意
・
指
導
す
る
た
め

に
、
署
長
が
副
署
長
を
呼
び

出
し
た
こ
と
で
す
。

今
回
事
実
認
定
の
た
め

の
調
査
は
？

消
防
本
部
は
消
防
長
及

び
消
防
次
長
、
市
長
部

局
は
総
務
部
長
と
総
務
部
次

長
で
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
行
い

ま
し
た
。
当
事
者
２
名
と
事

務
室
内
に
い
た
署
員
１
名
か

ら
聴
取
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
回
数
は
？

消
防
本
部
で
は
４
回
、

市
長
部
局
で
は
５
回
、

合
計
で
９
回
行
い
ま
し
た
。

９
回
と
い
え
ば
相
当
な

調
査
回
数
。
し
か
し
十

の
操
業
に
伴
い
、
交
通
量
が

増
加
す
れ
ば
、
危
険
防
止
策

に
つ
い
て
市
原
市
と
協
議
し

ま
す
。久

保
田
川
中
流
域
の
抜

本
的
な
治
水
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

上
流
域
に
調
節
池
を
設

置
す
る
案
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
多
額
の
事
業
費
を

必
要
と
す
る
た
め
困
難
で
す
。

日
常
の
管
理
と
し
て
河
道
の

支
障
物
撤
去
や
護
岸
修
繕
工

事
に
よ
り
治
水
を
行
い
ま
す
。

防
災
に
お
い
て
大
雨
時

に
お
け
る
久
保
田
川
へ

の
潮
位
の
影
響
や
、
沿
線
の

開
発
状
況
な
ど
を
考
慮
し
た

検
討
を
行
わ
な
い
か
伺
う
。

潮
位
の
影
響
で
水
位
が

上
昇
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
必
要
に
よ
り
流
下
能
力

の
再
調
査
を
考
え
て
い
ま
す
。

か
り
保
育
23
・
０
％
で
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
一
番
希
望
の

多
い
幼
稚
園
を
な
く
す
と

い
う
選
択
は
間
違
っ
て
い
る
。

奈
良
輪
小
隣
接
の
市
の
土
地

等
に
建
て
替
え
を
し
な
い
か
。

直
ち
に
見
直
す
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な

説
明
は
加
え
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
に
誘
致

す
る
認
定
こ
ど
も
園
の

定
員
と
敷
地
面
積
は
。

保
育
部
分
150
名
、
幼
稚

園
部
分
90
名
、
敷
地
面

積
は
５
７
０
０
㎡
で
す
。

久
保
田
保
育
所
と
比
較

し
、
敷
地
は
狭
く
人
数

は
２
倍
、
余
り
に
も
多
い
。

定
員
は
入
所
待
ち
児
童

の
状
況
と
今
後
の
需
要

を
考
え
設
定
し
ま
し
た
。
面

積
は
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
十

分
な
環
境
を
整
え
ら
れ
ま
す
。

分
な
調
査
に
繋
が
っ
て
い
な

い
と
感
じ
る
。
事
実
認
定
が

非
常
に
甘
い
。
暴
力
行
為
が

認
定
で
き
な
い
中
で
、
何
を

ど
の
よ
う
に
処
分
を
し
た
の

か
？

密
室
の
出
来
事
で
目

撃
者
も
な
く
、
客
観
的

に
立
証
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
地
方
公
務
員
法
に
基

づ
く
懲
戒
処
分
の
過
失
に
は

至
ら
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

し
か
し
市
民
、
消
防
全
体
へ

の
影
響
は
大
き
く
、
再
発
防

止
の
戒
め
の
た
め
、
文
書
訓

告
と
し
ま
し
た
。

今
後
の
対
応
は
？

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
署
員

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
随

時
、
で
き
る
限
り
公
表
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
原
市
と
の
市
境
道
路
の
改

修
に
つ
い
て

防
災
に
向
け
た
取
組
み
に

つ
い
て

今
井
幼
稚
園
は
別
の
場
所
に

建
て
替
え
存
続
を
！

ニ
ー
ズ
は
認
可
保
育
所
と

幼
稚
園
の
充
実

大
規
模
な
認
定
こ
ど
も
園
は

問
題
あ
り

袖
ケ
浦
市
消
防
、
相
互
の
信

頼
関
係
が
不
可
欠

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

よ
り
良
き
消
防
組
織
へ

QQ

QQQ

QQQ

Q

Q

QQQ

QQ

AA

AAA

AAA

AAA

AA

AA
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笹
生　
典
之　
議
員　
　
　
（
新
風
会
）

・
想
定
外
の
災
害
に
対
す
る

袖
ケ
浦
市
の
業
務
継
続
計

画
と
減
災
対
策
に
つ
い
て

庁
舎
が
被
災
し
た
際
に

も
※
業
務
継
続
計
画
を

機
能
さ
せ
る
た
め
の
、
代
替

庁
舎
の
特
定
や
業
務
の
絞
り

込
み
、
目
標
着
手
時
期
の
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
回
の
熊
本
地
震
の
事

例
か
ら
対
応
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
代
替
庁
舎
の

特
定
と
と
も
に
、
業
務
の
絞

り
込
み
や
目
標
着
手
時
期
に

つ
い
て
も
、
併
せ
て
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
の
車
両
乗
入
れ

に
よ
り
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
を
優
先
す
べ
き

教
員
の
行
動
に
も
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
。
設
置
看

板
を
新
た
に
設
け
る
か
、
注

意
事
項
と
し
て
告
知
し
て
お

く
な
ど
の
事
前
対
策
を
し
て

い
か
な
い
か
。

災
害
時
の
混
乱
を
回
避

す
る
た
め
の
掲
示
物
を

新
た
に
簡
易
備
蓄
倉
庫
へ
配

置
す
る
と
と
も
に
、
一
次
避

難
所
に
お
い
て
も
車
両
が
乗

入
れ
で
き
な
い
旨
を
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

通
信
が
困
難
な
大
災
害

に
お
い
て
、
休
日
も
含

め
、
早
急
な
初
動
対
応
が
と

れ
る
よ
う
、
副
市
長
や
各
所

管
部
長
に
衛
星
携
帯
電
話
な

ど
の
配
備
を
検
討
し
な
い
か
。

す
で
に
市
役
所
、
各
公

民
館
、
平
岡
小
学
校
幽

谷
分
校
に
衛
星
携
帯
電
話
を

計
７
台
配
備
し
て
い
ま
す
。

市
長
は
、
災
害
時
優
先
電
話

を
携
帯
し
て
い
ま
す
が
、
副

市
長
や
災
害
時
の
初
動
対
応

が
必
要
と
な
る
各
所
管
部
長

へ
も
同
様
の
配
備
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

代
替
庁
舎
特
定
と
業
務
継
続

計
画
の
見
直
し
を

避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
へ

の
事
前
対
策
を
！

早
急
か
つ
的
確
な
初
動
指
示

が
減
災
の
要
！

QQ

Q

A

AA

一般質問市政を問う

※
業
務
継
続
計
画
と
は
…
行
政
が
被
災
し
、
人
や
物
、
情
報
等
資
源
が

制
約
さ
れ
る
中
で
の
優
先
業
務
や
対
応
手
順
な
ど
を
定
め
る
計
画

見える議会へ第一歩

Café deぎかいカフェ ド

　平成 28年７月11日、18日、24日に、長浦公民館、市民会館、
平川公民館の３会場でカフェドぎかいを開催しました。
　「皆さんからいただいた意見を、どう生かして、どう実現するか」
を問われ、襟を正して皆さんの意見を聴かせていただきました。

今回のテーマは 「議会」
　　◆袖ケ浦市議会　誇りに思うこと・残念に思うこと
　　◆どんな議会であってほしい
　　◆市民と議会が一緒に取り組まなければならないことは

市民と議員の意見交換会

※
日
程
の
都
合
上
、
会
場
の
様
子
を
全
て
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〜たくさんのご意見をいただきました。ありがとうございました。〜

開かれた議会にしようと

カフェドぎかいを

やることが素晴らしい

議員の勉強不足！

チェック機能は大丈夫か

市長がやれなきゃ

議会がやれ！！

会派視察は意義が

あるのか疑問

生徒会も普段、たいして

仕事をしていないんじゃ

ないかと見られている

広報・ＰＲ・口コミが大切！

市議会と市民の

距離を近く！

一体化！

市民会館では袖ヶ浦高校の
生徒も参加してくれました
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　各常任委員会、議会運営委員会、各特別委員会は、それぞれの所管事項の調査・研究のため、行政視
察を行っています。袖ケ浦市の問題点に焦点を当てて視察先を決定し、先進地の取組みを袖ケ浦市のま
ちづくりに活かします。

総務企画常任委員会	 ◆富山県氷見市　　　庁舎整備
　【４月19日～ 20日】  ◆石川県野々市市　　オープンデータの取組み
文教福祉常任委員会	 ◆島根県浜田市　　　シングルペアレント介護人材育成事業
　【４月 21日～ 22日】  ◆島根県江津市　　　赤ちゃん登校日事業
建設経済常任委員会	 ◆山形県米沢市　　　企業誘致
　【４月 26日～ 27日】  ◆山形県天童市　　　芳賀地区土地区画整理事業
議会運営委員会・	 ◆東京都あきる野市　議会だよりの編集
　議会広報特別委員会	 ◆千葉県流山市　　　議会運営、機能の向上、ＩＣＴ化
　【５月16日、17日】 
議会改革推進特別委員会	 ◆岩手県滝沢市　議員間討議、市民との意見交換等
　【５月 ９日～ 10日】  ◆岩手県一関市　高校生との意見交換、音声会議録認証システム等
環境・災害対策特別委員会	 ◆菊間国家石油備蓄基地　大規模災害に対する防災への取組み
　【５月12日～ 13日】  ◆住友化学㈱愛媛工場　環境保全、大規模災害に対する防災への取組み

校舎と体育館を新市庁舎に改修　
　市民とともに作る� 〜氷見市〜

避難場所も一目でわかる
オープンデータの取組み� 〜野々市市〜

　庁舎の老朽化により、耐震、バリアフリー等に対応
するため、旧有磯高校の校舎等を改修し新庁舎を整
備した。新市庁舎デザインワークショップなどを計９
回開催。若手職員や市民との対話を形にし、校舎の面
影を残した庁舎となった。

　バスのルートや時刻表、避難場所、公共施設の位置
情報等の公開を行っている。地元情報サイトでは位置
情報を利用し、避難所やバス停が一目でわかるページ
になっている。金沢工業大学とも連携し、公共交通機
関の効率化や防災意識向上に活用する等の提案がされ
ている。学生から、公衆トイレの位置、交通事故発生地点、

店舗の種類などの企画も提案されている

曲面の天井にオープンな執務室　会議室もガラス張り

より良いまちづくりへ！

視察レポート視察レポート

総務企画
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建設経済

文教福祉

山形大学と連携
　米沢から新産業を� 〜米沢市〜

子ども達の生きる力を育成！
　赤ちゃん登校日� 〜江津市〜

人口流出へ歯止めを
シングルペアレント歓迎！〜浜田市〜

組合と市が連携を図り
にぎわいのあるまちが誕生� 〜天童市〜

　市内の未分譲工業団地を取得し、企業誘致を進め
ている。大学と連携し、新たな産業の進出の後押しや、
企業立地推進室では、銀行と共に企業訪問をし、立地
後のフォローアップなどで、他市との差別化を図って
いた。

　児童の「生きる力」を育むため、３年間のモデル事業
として「赤ちゃん登校日」を実施した。これは、子育て
中の親と赤ちゃんが、小学校を訪問し、児童とペアになっ
て継続的な関わりを持つ体験授業を行う。事業終了後も
みんなで子育てを支援する体制を整えている。

　定住促進策となる、シングルペアレント支援と介護
人材育成を併せ持った事業を展開している。介護事業
所への勤務が条件で、市外のひとり親家庭の親子に住
んでもらい、安定した経済支援を受けることができ、
安心して子育てができるという事業だった。

　「週末に楽しく過ごせる場所」を軸に、組合施行に
よる土地区画整理事業を行い人口が増加した。新駅の
設置や大型商業施設の誘致、また親の交流や子どもの
学習の場となる子育て支援施設を建設し、人気施設と
なっていた。

イオンモールと子育て支援施設「げんキッズ」（右）

企業立地後も市長が本社訪問するなど
フォロー体制が整っている

ひとり親の移住促進と介護人材育成を結びつけた

赤ちゃん登校日の様子
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議運・広報

議会改革

手に取ってもらわなくては意味が無い　
議会だよりから議会改革〜あきる野市〜

市民の意見を
　的確に行政へ反映� 〜滝沢市〜

議会改革度県内第１位
　議会運営の先進地� 〜流山市〜

幅広い層との懇談会を実施
　市長へ提言書を提出� 〜一関市〜

　平成 21 年の改選をきっかけに議会だよりのリ
ニューアルを行った。「手に取ってもらえる表紙づく
り」「読みやすさ」を目標に、余白や写真を多く入れ、
毎号市民へのインタビュー記事をトップに掲載し、幅
広い層に読んでもらえるよう工夫を凝らしている。

　政策提言型議会を目指し市民との意見交換を積極
的に行っている。
　意見交換は、不特定多数の人から意見を聞く「議会
報告会」のほか、テーマ・対象者を絞っての「懇談会」
など様々な場を設けている。

　平成 15 年から本格的に議会改革に取り組み、議員
発議による条例制定や反問権の導入、ＩＣＴ化を行っ
てきた。現在タブレットによる電子採決を実施してい
る。タブレット導入の有効性、問題点など、とても参
考になった。

　平成27年度に市内にある全ての高校と懇談会を行っ
た。懇談会終了後に報告書を作成し、議会では常任委
員会で調査等を行い、市長へ提言書を提出した。
　また議事録作成支援音声認識システムの導入によ
り、議事録作成の効率が大幅に向上した。

議場で電子採決を体験

両日とも久慈市議会と合同視察

広報編集委員に熱く語っていただいた

リニューアル前（左）と後（右）

意見交換会の写真をまとめていた
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地域と共に防災対策

議会運営委員会研修会開催

大規模災害への対策

〜住友化学（株）　愛媛工場〜

　環境保全・化学品安全・保安防災・労働安全衛生の
４つに取組み、大地震を想定した対策や、災害時等に
関係者への迅速な通報を行うワンタッチ通報ボタンの
設置などを行っている。見学会や理科教室、住民合同
防災訓練など地域との繋がりを大切にしている。

　地下岩盤タンクは、地下水の圧力によって原油を漏
れなくするもので、利点として、必要な土地面積が少
ない、地震・落雷等の自然災害に強い、漏油・拡散の
危険性が低い、景観への影響が少ないことがあげられ
る。油流出や火災発生を想定しての消火訓練などが行
われている。

久慈市にも同様の施設があり、東日本大震災
でも地下施設に影響はなかったとのこと

実際にタブレットを使いながら研修を受けました

〜菊間国家石油備蓄基地（愛媛県今治市）〜

タブレットは議会運営に有効か？

　市民の皆さんに、わかりやすく正確に、か
つ迅速に議会の情報を伝え、各議員が皆さん
からの質問や要望などに円滑に対応できると
いわれているタブレットですが、インターネッ
ト検索用としてではなく、データベースがあ
ることにより、タブレットの活用範囲が広が
ると感じました。購入費用やデータベースの
管理費など課題はありますが、非常に興味深
い研修となりました。

環境・災害

平成28年 5月 20日（金）
　〜 ICTを活用した議会運営について〜

講師 :
アイシーティー推進部会会長
君島　雄一郎 氏
（元逗子市議会議員
東京インタープレイ（株））
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　袖ケ浦駅の南側と北側を結ぶ高須箕和田線の
工事が進んでいます。ＪＲの線路下では、冠水対策
として、降雨強度55ｍｍ／ｈを想定し、排水ポンプ
の設置とともに、冠水警報板とパトランプを設置す
るとのことです。
　他にも、歩道を高くして勾配を少なくしたり、照
明に加えて開口部を設け視界と安全を確保したり、
駅に繋がる市道へ昇降できる階段も設置されると
のことでした。

　６月５日に行われた袖ケ浦市消防操法大会。小型ポンプの部で優勝し
た第７分団は、要員の半分が新入団員でした。１番員を務めた長嶋一騎さ
ん、２番員を務めた齋藤哲也さんにインタビューをしてみました。

入団の動機は？
　長嶋さん：オヤジも団員だったからです。
　齋藤さん：先輩に誘われたからです。 
初めての操法大会の感想は？
　長嶋さん：緊張したけど力を出せたと思います。
　齋藤さん：終わってみれば楽しかったです。

平成 29 年３月開通予定
高須箕和田線ＪＲアンダーパスを視察
～建設経済常任委員会所管事務調査～

消防団へようこそ
新入団員が活躍し第７分団 優勝！

　今回のカフェドぎかいは、「議会に
ついて」をテーマに、３会場で開催し
ました。市民会館では、７月に選挙を
終えたばかりの袖ヶ浦高校生徒会長
の森田君と議長の小野さんが司会を
務め、他の生徒会メンバーとともに意
見交換に参加してくれました。

　今年は市議会議員一般選挙です。
　議員定数が２名減り、選挙後の議員
数は２２名になります。

表紙の写真から

10月16日（日）
市議会議員選挙
−10月９日告示−

＊一般質問通告一覧表は８月25日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�９月定例会の予定は、８月24日（水）に開催される議会運営委員会で正式決
定されます。詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
8／21 8／22 8／23 8／24 8／25 8／26 8／27

8／28 8／29 8／30 8／31 9／1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

9月定例会の予定

文教福祉
常任委員会

本会議
10：00～

本会議
10：00～

建設経済
常任委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会
（予備日）

一般質問
受付

議会運営
委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

総務企画
常任委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

敬老の日 秋分の日

トピッ スク

若い力が地域防災を担っています

北側も同様に工事中→

↑ＪＲ線路

歩道↓ ↓歩道車道↓


